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昨
年
5
月
の
市
長
選
に
て
、
再
び
市
民
の
皆

様
の
信
任
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
国
内
外
の
課
題
が
山
積
す
る
状
況

の
中
で
、
国
内
の
政
治
が
混
迷
し
、
経
済
面
で

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
色
濃
く
残
り
、

国
内
経
済
を
圧
迫
し
た
年
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は「
お
だ
わ
ら

T
R
Y
プ
ラ
ン
」に
掲
げ
る「
新
し
い
公
共
を

つ
く
る
」、「
地
域
資
源
を
生
か
し
き
る
」、「
未

来
に
向
か
っ
て
持
続
可
能
で
あ
る
」と
い
う
命

題
を
掲
げ
、「
市
民
の
力
で
未
来
を
拓ひ

ら

く
希
望

の
ま
ち
」の
実
現
に
全
力
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。

　
2
月
に
は
、
日
本
計
画
行
政
学
会
か
ら
小
田

原
版
「
新
し
い
公
共
」の
実
践
例
で
あ
る「
無

尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が「
第
14
回
日
本
計
画

行
政
学
会
計
画
賞
最
優
秀
賞
」を
受
賞
し
、
小

田
原
の
市
民
力
の
高
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
と
、
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

 「
協
働
の
モ
デ
ル
事
業
」
を

完
成
形
に

　
地
域
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
や
地
域

に
精
通
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
に
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
、「
協
働
」が
不
可
欠
で
す
。

　
地
域
福
祉
、
子
育
て
、
自
然
環
境
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
、
協
働
に
よ
る
新
た
な
取
り
組

み
が
意
欲
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
各
地
域
で
導
入
さ
れ
て
き
た
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
を
、
今
後
は
市
内
全
域
に
導
入

し
、
本
格
的
な
事
業
へ
育
て
上
げ
て
い
き
ま
す
。

市
民
が
成
果
を
実
感

で
き
る
よ
う
に

　
新
総
合
計
画「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ
ラ
ン
」

の
完
遂
に
向
け
、「
新
し
い
小
田
原
」へ
の
第

2
ス
テ
ー
ジ
を
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
お
互
い
が
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
地
域
の
姿
を
実
現
す
る

た
め
に
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
で
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
働
き
が
強
ま
り
、
絆き

ず
なが

育
ま
れ
る
よ
う
、
社
会
情
勢
に
鑑
み
た
分
野
横

断
的
な
重
要
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
個
別
事
業
を

補
強
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

「
成
果
」が
実
感
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
化
の
局
面
を
迎
え
る

「
大
型
事
業
」

　
中
心
市
街
地
で
は
、
複
数
の
商
店
街
や
文
化

活
動
団
体
が
緩
や
か
に
つ
な
が
り
、
点
か
ら
面

へ
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
市
民
ホ
ー
ル
は「
芸
術
文
化
創

造
セ
ン
タ
ー
」に
呼
称
を
変
え
、
基
本
設
計
業

務
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
始
ま
っ
て
い
る

他
、
お
城
通
り
地
区
再
開
発
、
地
下
街
な
ど
の

大
型
事
業
が
具
体
化
の
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
沿
い
着
実
に
歩
み
、
関
係
す
る
多

く
の
皆
さ
ん
の
動
き
、
力
と
連
動
す
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
地
域
活
力
の
創
出
拠
点
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 　
市
政
全
般
を
通
じ
、「
い
の
ち
を
守
る
地
域

自
給
圏
」づ
く
り
、
地
域
経
済
活
性
化
の
強
力

な
推
進
、
子
ど
も
が
し
っ
か
り
育
つ
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
は
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
幸
い
、
小
田
原
に
は
市
民
と
行
政

の
協
働
が
着
実
に
育
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
小

田
原
が
、
こ
の
国
が
目
指
す
べ
き
地
域
社
会
の

姿
を
、
身
を
も
っ
て
体
現
し
て
い
く
べ
き
で
あ

り
、
小
田
原
は
、
日
本
が
地
域
の
現
場
か
ら
の

再
生
を
果
た
し
て
い
く
、
そ
の「
さ
き
が
け
」

に
な
り
う
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

明
る
く
健
康
で
、
幸
せ
と
喜
び
に
満
ち
た
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

あけまして
おめでとうございます
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真に持続可能な地域の
実現に向けて

小田原市長  加藤憲一

2



　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向

け
て
、
一
人
一
人
が
前
進
し
、
人
々
の
絆き

ず
なを

育

ん
で
き
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
や
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
明
る
い
出
来
事
が

あ
っ
た
一
方
で
、
厳
し
い
経
済
情
勢
や
多
発
し

た
風
水
害
、
い
じ
め
問
題
、
領
土
や
安
全
保
障

を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
な
ど
、
混こ

ん

沌と
ん

と
し
た
内
外

情
勢
が
、
重
く
の
し
か
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
小
田
原
市
議
会
は
、
小
田

原
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
情
熱
を
注
い
で

き
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
に
最
も
身
近
な
地
方
自
治
体
の

運
営
に
万
全
を
期
す
べ
く
、
市
民
の
代
表
で
あ

る
市
議
会
を
預
か
る
議
長
と
し
て
、
新
年
を
迎

え
、
気
持
ち
を
新
た
に
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

適
正
な
市
政
運
営
を
注
視

　
市
で
は
、
総
合
計
画「
お
だ
わ
ら
T
R
Y
プ

ラ
ン
」を
着
実
に
推
進
し
、「
新
し
い
小
田
原
」

の
実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、「
自
治

基
本
条
例
」に
基
づ
い
た
市
民
自
治
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、「
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
」、

「
お
城
通
り
地
区
再
開
発
」、「
小
田
原
地
下
街

の
再
生
」を
は
じ
め
、
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ

ゾ
ー
ト
&
ス
パ
の
売
却
や
県
西
地
域
の
消
防

広
域
化
な
ど
、
関
心
が
高
い
市
政
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
、
適
正
な
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
市
議
会
と
し
て
細
部
に
わ
た
り
注
視

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮

し
て
い
き
ま
す
。

積
極
果
敢
に
議
会
改
革
を
推
進

　

私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
引
き
続
き
皆

様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
市
政
の
課
題
な
ど

を
明
確
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
行
政
監
視
機
能

や
政
策
立
案
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
議
案
に

対
す
る
各
議
員
の
賛
否
を「
議
会
だ
よ
り
」と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、
決

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
議
員
全
員
に
よ

る
さ
ら
な
る
詳
細
な
審
査
を
実
施
し
た
他
、

常
任
委
員
会
に
お
け
る
陳
情
者
の
意
見
陳
述

も
試
行
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
検
証
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
議
会
の
活
性
化
、
皆
様
に

と
っ
て
身
近
な
存
在
と
し
て
の
議
会
を
目
指

し
て
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

 

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
の
礎
に

議
会
基
本
条
例
の
制
定
へ

　
市
議
会
で
は
、
議
会
活
動
の
基
本
原
則
な
ど

を
定
め
た「
小
田
原
市
議
会
基
本
条
例
」の
制
定

に
向
け
た
作
業
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
条
例
の
制
定
に
向

け
、
昨
年
3
月
に
議
会
基
本
条
例
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
7
人
の
委
員
を
中
心
に
20
回
に
及

ぶ
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
定
に
向
け

た
取
り
組
み
は「
議
会
だ
よ
り
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
、「
議
会
基
本
条

例
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」や「
議
会
基
本
条
例
素
案

に
対
す
る
市
民
説
明
会
」を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
議
会
基
本
条
例
素
案
に
つ
い
て
意

見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
声
を
聞
か
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
小
田
原
市
議
会
は
、
本
年
も
市
民
の
幸
せ
を

第
一
に
考
え
、
市
政
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
50
年
、
1
0
0
年
先
を
見
据
え
、
未
来

の
小
田
原
が
よ
り
よ
い
ま
ち
と
な
る
た
め
、
市

議
会
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
深
く
自
覚
し
、

全
力
で
そ
の
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
明
る
く
よ
い
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
と
、
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

小田原市議会議長  加藤仁司

50年、100年先を見据え、
市議会としての役割を全力で

２０１３年の始まり。

総合計画「おだわらＴＲＹプラン」を

着実に推進するため、市を代表する２人に、

小田原のまちづくりに対する思いを語って 

いただきました。
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誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る

　

地
域
福
祉
の
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
中
で
、
核
家
族
化
が
進
み
、
近
所
づ

き
あ
い
や
地
域
団
体
へ
の
加
入
者
は
減
っ

て
い
ま
す
。
今
、
地
域
で
は
こ
う
し
た
変

化
に
対
応
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
、
新
た
な
支
え
合
い
の
仕

組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
目
指
し
て
い
る「
ケ
ア
タ
ウ
ン
構 

想
」は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
家

庭
な
ど
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
た
を
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

■ 
特
色
あ
る
、地
区
の
取
り
組
み

ケ
ア
タ
ウ
ン
お
だ
わ
ら

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
た
を
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み「
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
」。

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
」は
、平
成
22
年
度
に
5
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
仕
組
み

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
。
平
成
24
年
度
に
は
さ
ら
に
5
地
区
が
加
わ
り
、現
在
、 

市
内
10
地
区
で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

問  

福
祉
政
策
課  

☎ 

33-

1
8
6
0

ケアタウン構想策定の背景

新たな支え合いの仕組みが必要

社会情勢の変化などによる、地域福祉の課題が複雑化、多様化

■ 近所による支え合い
■ 連合自治会区を生かした安心づくり       

■ 人々のつながりや関わりの希薄化
■ 地域における協力体制の低下
■ 地域における団体の活動や連携
■ 制度に当てはまらない要望など多様化するニーズ
■ 支援が必要なかたの生活不安 など

（「ケアタウン構想に関するアンケート」より）

■ 少子高齢化や核家族化
■ 高齢者世帯の増加
■ ひきこもり、虐待の増加 など

い
の
ち
を
大
切
に
す
る

「ケアタウン構想」の事業として、
現在10地区で実施中

課題を減らし、不安を解消

地域が抱える課題 社会情勢の大きな変化
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■ ボランティアスタッフは
約70人

　開設に先だちボランティアスタッフ
を募集すると、地域から約 70 人の応
募がありました。多くは、庭の草取り
や簡単な掃除のサービス提供を申し出
たかた。
　ボランティアによるちょっとした日常
のサービスを利用されたかたに、大変
感謝されています。こういった活動が
他の地区にも広がるといいと思います。

　

東
富
水
地
区
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
小

田
原
福
祉
会
の
協
力
で
、
地
域
内
に
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
処
ひ
と
や
す
み
」
を
地
域
の
高

齢
者
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
足
湯
や
コ
ー

ヒ
ー
・
紅
茶
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
市
で

は
利
用
者
を
対
象
に
介
護
予
防
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
4
月
に
は
、
地
区
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
こ
の
施
設
内
に
日
常
支
援

活
動
な
ど
を
提
供
す
る「
さ
さ
え
あ
い
セ

ン
タ
ー
東
富
水
」を
開
設
。
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
の
高
齢
者

　

早
川
地
区
で
は
、
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
職
員
が
地
域

の
課
題
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
緊
急
時

に
必
要
な
情
報
を
カ
ー
ド
に
記
入
し
、
自

宅
の
分
か
り
や
す
い
場
所
に
置
く「
救
急
要

請
カ
ー
ド
」の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

活
用
は
、
他
の
地
区
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
高
齢
者
な
ど
の
見
守

り
体
制
の
強
化
に
着
手
。
す
で
に
地
域
内

で
見
守
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
」
の
メ
ン
バ
ー

世
帯
を
対
象
に
、
草
取
り
、
室
内
の
清
掃
、

家
具
の
移
動
、
ご
み
出
し
、
話
し
相
手
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）を
提
供
し
て
い 

ま
す
。

全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
見
守
り
活
動
の
手
引
き
」を
作

成
し
、
活
動
の
意
義
や
進
め
方
、
さ
ら
に

緊
急
時
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
共
通

認
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■ 地域が家族のように

　早川地区では、「地域が家
族のように」を目標に取り組ん
でいます。今後は、買い物、
草取り、ごみ出しなど、ちょっ
とした生活支援活動を進めて
いきたいと思っています。

東富水地区
社会福祉協議会  会長

下澤禮
れ い

二
じ

さん

モデル事業をきっかけに

介護予防教室「お口の体操」

救急要請カード

在宅福祉サービスチームの研修
単位自治会ごとに分かれて課題に取り組みます

東富水
地区

支援が必要な
高齢者などを
地域で支える

高齢者の見守り
体制の強化

テーマ

テーマ

早川
地区

早川地区
社会福祉協議会 会長

下田勝也さん

�����	
 

小田原市	
 救急要請カード	
 
ふりがな 
氏	
 名  男・女 生年

月日 
 

住	
 所 小田原市 電話  

［	
 �����	
 ����	
 ］	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 病院 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 科 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 先生 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 病院 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 科 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 先生 

［	
 既	
 往	
 歴	
 ・	
 疾	
 患	
 ］	
 

 

［	
 ��服薬	
 ・	
 ����ー	
 ］	
 

 

［	
 特	
 記	
 事	
 項	
 ］	
 

 

［	
 緊	
 急	
 連	
 絡	
 先	
 ］	
 

氏	
 名 続	
 柄 連	
 絡	
 先 
   

   

 

担当民生委員地区名 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 地区 
 

作成年月日：	
 	
 	
 	
 年	
 	
 	
 	
 月	
 	
 	
 	
 日 
私のために救急車を要請する時には、救急隊及び搬送先の医療機関がこのカードを 
利用することに同意します。 

本人氏名	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 印 
消防隊員各位 

※何かありましたら、各地区の担当民生委員までご連絡ください。 

個人情報・取扱注意 
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山
王
網
一
色
地
区
で
は
、
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
、
障
が
い
者
の
地
域
行
事
へ

の
参
加
な
ど
、
地
域
の
か
た
と
共
に
活
動

す
る
際
に
、
改
善
す
べ
き
課
題
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
夏
祭
り
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む「
サ
ロ
ン
活
動
」に

障
が
い
者
を
招
い
た
り
、
自
治
会
主
催
の
地

区
防
災
訓
練
で
要
援
護
者
に
対
す
る
訓
練
を

実
施
し
た
り
、
地
域
の
文
化
祭
に
障
が
い
者

も
参
加
す
る
な
ど
、
障
が
い
者
と
地
域
住
民

と
の
ふ
れ
あ
い
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

上
府
中
地
区
で
は
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
が
中
心
と
な
り
、
永
塚
公
民
館
で
親

子
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て「
子
育
て
ひ
ろ

ば
」を
月
に
2
回
開
い
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
子
育
て
経
験
者
ば
か

り
。
幼
稚
園
・
保
育
園
に
入
園
前
の
子
ど

も
を
持
つ
親
が
気
軽
に
集
い
、
子
育
て
の

悩
み
を
話
し
合
っ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
は
、「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」

に
地
域
の
高
齢
者
を
招
き
、
世
代
間
交
流

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

下
府
中
地
区
で
は
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
自
治
会
、
老
人
会
、
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
、
婦
人
会
な
ど
の
か
た
が
、

川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
で「
ふ

ら
っ
と
マ
ロ
ニ
エ
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
や
保
健

師
が
福
祉
相
談
や
健
康
相
談
を
定
期
的
に
実

施
。
ま
た
、
利
用
者
が
楽
し
く
交
流
で
き
る

よ
う
、
折
り
紙
や
絵
手
紙
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
取
り
入
れ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
ス
タ
ッ
フ
が
お
茶
を
用
意
し
て

利
用
者
を
温
か
く
迎
え
て
い
ま
す
。

■ ぜひ、地域のかたに
立ち寄ってもらいたい

　「ふらっとマロニエ」では、月1回のペースで、
「みんなで折り紙 」を実施しています。
　回覧板や以前から参加しているかたの誘い
などで、毎回 15人前後のかたがたが参加。下
府中地域福祉コーディネーター会のメンバーで、
折り紙が得意な石川和明さんが、作りやすいも
のから難易度の高いものまで、うまく組み合
わせて指導しています。
　両面の色が異なる折り紙を使ったり、大きな
正方形と小さな正方形の一点がつながっている
折り紙から、大小2羽の鶴を完成させたり…
　参加者の皆さんは、折
り紙だけでなく、お茶や
会話も楽しんでいます。
　「みんなで折り紙」のよ
うな催しがきっかけとな
り、立ち寄りやすく、参加
者の交流が深まる居場所
づくりを目指しています。

折り紙や絵手紙で住民どうしの交流が図られます

防災訓練に参加する障がい者と介護ボランティア

「子育てひろば」での世代間交流

 山王
網一色

地区

下府中
地区

上府中
地区

障がい者と
地域住民の
ふれあい活動

地域の
居場所づくり

地域住民による
「子育てひろば」

テーマ

テーマ

テーマ
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橘
南
地
区
で
は
、
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
内
の
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
顔
の
見
え
る
関
係
を
目

指
し
、
幅
広
い
世
代
の
か
た
が
交
流
を
深

め
ら
れ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
世

代
間
交
流
事
業
」、
敬
老
会
行
事
や「
子
育

て
ひ
ろ
ば
・
キ
ラ
キ
ラ
星
」の
開
催
時
も
、

各
種
団
体
の
連
携
で
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

酒
匂
・
小
八
幡
地
区
で
は
、
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
福
祉
・
健
康
分
科
会
が
以

前
作
成
し
た
、
地
域
を
再
認
識
す
る
地
区

内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
今

年
度
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
住
民
の

交
流
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
健
師
の

健
康
講
話
も
行
い
ま
し
た
。

　

富
水
地
区
で
は
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
健
康
・
福
祉
分
科
会
が
高
齢
者

を
対
象
に
、
お
茶
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
保
健
師
に
よ
る
保
健
指
導
、

合
唱
、
映
画
鑑
賞
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い 

ま
す
。

　

ま
た
、
幅
広
い
世
代
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
に「
健
康
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
実
施
し
、
住
民
ど
う
し
の
つ
な
が
り
を

強
め
て
い
ま
す
。

ボランティアスタッフの演奏で参加者が楽しく合唱

模索しながら活動開始

酒匂・
小八幡

地区

橘南
地区

下曽我
地区

　

緑
地
区
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な

ど
が
親
子
で
気
軽
に
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
る
、「
子
育
て
ひ
ろ
ば
・
み
ど
り
っ
こ
」

を
第
3
区
公
民
館
で
月
に
1
回
、
開
い
て

い
ま
す
。
親
子
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
、
保
健
師
の
講

話
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

緑
地区

富水
地区

高齢者見守り対策会議

地域住民による
「子育てひろば」

地域の
居場所づくり

健康ウォーキング
で交流

世代間の交流

高齢者との
ふれあい活動

テーマテーマ

テーマ

テーマ

テーマ

　

下
曽
我
地
区
で
は
、
地
区
の
社
会
福
祉

協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
ふ
れ
あ
い

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、「
ふ
れ
あ
い
の

郷さ
と

」（
旧
下
曽
我
支
所
）の
一
室
を
改
装
し
て

「
ふ
ら
っ
と
下
曽
我
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

併
設
の
体
育
室
を
活
用
し
た
市
の
介
護

予
防
教
室
の
開
催
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

孤
立
死
・

孤
独
死
の
防
止
に
向
け
て

　
昨
今
、
高
齢
者
や
生
活
困
難
者
、

障
が
い
者
な
ど
が
、
死
亡
後
に
相
当

期
間
経
過
し
て
か
ら
発
見
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
孤
立
死
・
孤
独
死
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
止
す
る
た

め
に
、
市
自
治
会
総
連
合
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
代
表
に
よ
る「
高
齢
者
見
守

り
対
策
会
議
」を
平
成
24
年
5
月
に

開
催
し
、
孤
立
死
・
孤
独
死
の
防

止
に
向
け
て
4
団
体
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

近
所
で
何
日
も
同
じ
洗
濯
物
が

干
し
て
あ
っ
た
り
、
新
聞
・
郵
便

物
が
た
ま
っ
て
い
る
な
ど
異
変
に

気
づ
い
た
と
き
は
、
福
祉
政
策
課

や
各
地
区
の
民
生
委
員
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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26.3
億円

21.3
億円19.3

億円
15.4
億円

15.1
億円

平
成
24
年
度
予
算
の

上
半
期
執
行
状
況

　

特
別
会
計
の
う
ち
、「
天
守
閣
」は
入
場
者

数
が
予
算
見
込
み
よ
り
多
く
、「
宿
泊
等
施
設
」

は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
予
算
よ
り
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
で
収
入
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
公
共
用
地
先
行
取
得
」

の
歳
入
で
は
、
主
た
る
財
源
の
市
債
は
、
事
業

完
了
後
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

　
「
水
道
」・「
病
院
」の
資
本
的
収
入
で
は
、
主

た
る
財
源
の
市
債
が
事
業
完
了
後
に
入
る
こ
と

か
ら
、
収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
・
歳
出
と

も
に
、
例
年
並
み
の
執
行
状
況
で
す
。

財
産
の
状
況

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
財
産
は
、
市
民

ホ
ー
ル
用
地
な
ど
の
取
得
や
、
土
地
開
発
公
社

か
ら
の
用
地
の
買
い
戻
し
に
伴
い
、
土
地
が
増

加
す
る
な
ど
、
全
体
で
約
2
億
5
0
0
0
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
の
現
在
高

　

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た

め
の
基
金
で
、
収
入
が
著
し
く
減
っ
た
と
き

や
、
一
時
的
な
支
出
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
な

ど
に
取
り
崩
し
て
使
う
も
の
で
す
。
不
測
の
事

態
や
、
将
来
の
大
き
な
事
業
に
備
え
て
、
積
み

立
て
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
19
年
度
以
降
、
毎
年
積
み
立

て
て
、
平
成
23
年
度
末
で
26.
3
億
円
の
残
高

（
平
成
19
年
度
末
と
比
べ
て
11.
2
億
円
の
増

加
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 各年度末の3月31日現在の現在高

小
田
原
市
の
財
政
状
況

市
で
は
、「
小
田
原
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

定
期
的
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、平
成
24
年
9
月
30
日
現
在
の
、平
成
24
年
度
予
算
の
上
半
期
の
執
行
状
況
と
、

財
産
・
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問  

財
政
課  

☎ 

33-

1
3
1
2

一般会計・特別会計・企業会計の予算の執行状況
（平成24年9月30日現在）

財政調整基金の残高推移

一般会計 275.4億円（45.8%） 　

221.5億円（36.8%）　
601.2億円

水道

病院

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

5.8億円　
19.8億円　

28.6億円　
28.1億円　

115.8億円　
115.4億円　

5.9億円（29.8%）　

12.1億円（42.3%）　

6.4億円（22.8%）　

予算額執行済額  （ ）内は執行率

資本的収入

資本的支出
2.2億円　
7.8億円　

6800万円（30.9%）　

3.1億円（39.7%）　

59.4億円（51.3%）　

49.3億円（42.7%）　

4200万円（7.2%）　

国民健康保険
診療施設

競輪

公設地方
卸売市場

天守閣

介護保険

下水道

宿泊等施設

国民健康保険

後期高齢者
医療

公共用地
先行取得

1600万円（48.5%）　

1400万円（42.4%）　

83.3億円（59.6%）　

75.1億円（53.7%）　

5800万円（48.3%）　

5700万円（47.5%）　

1.2億円（66.7%）　

0.4億円（22.2%）　

42.9億円（38.0%）　

46.9億円（41.6%）　

30.2億円（31.0%）　

3.6億円（69.2%）　

82.0億円（38.6%）　

94.1億円（44.3%）　

7.7億円（21.5%）　

14.2億円（39.7%）　

1.1億円（37.9%）　

97.5億円

1.2億円

139.8億円

212.5億円

112.8億円

35.8億円

1.8億円

3300万円

5.2億円

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出
2.9億円

特
別
会
計

企
業
会
計

H19 H20 H21 H22 H23

種類

土地

建物

物権

工作物

有価証券

物品
基金
合計

面積

面積

面積

面積

金額

金額

金額

金額

出資による権利

2,673,792.10㎡

617,268.52㎡

90,761.83㎡

939.00㎡

9,549万円

16億633万円

1,019億5,780万円

831億9,524万円

12億103万円

20億8,842万円

2億4,521万円

91億6,603万円
1,995億5,555万円

現在高
2,609.08㎡

△  388.74㎡

ー

5.00㎡

ー

  447万円

2億4,371万円

△  651万円

ー

1,291万円

ー

ー
2億5,458万円

対 前年度末の増減

一般会計・特別会計の財産の状況
（平成24年9月30日現在）

1200万円（2.3%）　

14.4億円（14.8%）　
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駅と電車に親しもう!
問 広報広聴課  ☎33-1263

　

東
西
自
由
連
絡
通
路
「
ア
ー
ク

ロ
ー
ド
」の
完
成
は
、
小
田
原
駅
を

利
用
す
る
多
く
の
人
々
の
夢
で
し
た
。

　
1
9
9
8（
平
成
10
）年
、市
と
鉄
道

5
社（
東
日
本
旅
客
鉃
道
株
式
会
社
、

東
海
旅
客
鉃
道
株
式
会
社
、
伊
豆
箱

根
鉄
道
株
式
会
社
、
箱
根
登
山
鉄
道

株
式
会
社
、
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
）

の
間
で「
小
田
原
駅
東
西
自
由
連
絡
通

路
整
備
協
議
会
」が
発
足
。
整
備
計
画

の
議
論
を
重
ね
、整
備
事
業
に
か
か
る

協
定
を
経
て
、2
0
0
0（
平
成
12
）年

に
工
事
が
始
ま
り
、2
0
0
3（
平
成

15
）年
3
月
、「
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
」が
一
部

開
通
、同
12
月
に
全
面
開
通
し
ま
し
た
。

　
鉄
道
5
路
線
が
乗
り
入
れ
る
小
田

原
駅
。
1
日
の
平
均
乗
降
者
数
は
、

18
万
人
を
超
え
ま
す
。
通
勤
や
通
学
、

観
光
な
ど
…
。
た
く
さ
ん
の
人
々
が

ア
ー
ク
ロ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、小
田
原
駅
新
駅
舎・ア
ー

ク
ロ
ー
ド
開
通
10
周
年
。
鉄
道
5
社

と
市
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
駅

や
電
車
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

「
新
駅
舎
10
周
年
〜
み
ん
な
と
環わ

〜 

小
田
原
駅 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
行
い
ま
す
。

新
駅
舎
10
周
年 

--

み
ん
な
と
環 

--

小
田
原
駅
フ
レ
ン
ド
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問 

小
田
急
電
鉄（
株
）小
田
原
駅 

☎
24-

2
0
5
5

日
時

：

1
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

：

小
田
原
駅
舎
・
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
、

小
田
原
地
下
街

第
1
会
場

（
小
田
原
駅
舎
・
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
）

● 

小
田
原
駅
横
断
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

● 

地
域
交
流
発
表
会

（
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）

● 

小
田
原
今
昔
物
語（
写
真
展
）

● 

未
来
の
電
車
絵
画
展

● 

伝
統
工
芸
体
験

● 

小
田
原
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

● 

西
さ
が
み
観
光
P
R
ブ
ー
ス

第
2
会
場
（
小
田
原
地
下
街
）

● 「
駅
の
あ
る
風
景
」展

● 

お
も
ち
ゃ
電
車
パ
ー
ク

● 

プ
チ
駅
長
撮
影
会

（
子
ど
も
用
制
服
で
の
撮
影
会
で
す
。

カ
メ
ラ
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　地下街にレールを敷きつめて、たくさんのおもちゃ
電車を走らせます。鉄道 5 社のおもちゃの車両も登
場し、まるで小田原のまちが再現されたような大迫
力の電車パーク。
　自作車両の走行や、長距離走行、夜間走行なども
実施する予定です。当日、電車をお持ちいただけれ
ば、コースを走らせることもできます。お持ちいただ
く電車の種類など、詳しくは、広報広聴課までお問
い合わせください。

　市内には、18もの駅があります。市内に駅が多い
ことに注目し、広報小田原では、平成 23 年5月から、
裏表紙に「駅のある風景 」を連載してきました。
　毎日の、特別な日の、出発の駅。帰ってきた安らぎ
を感じられる駅。駅を利用する人の数だけ、さまざま
な物語があります。駅や、駅周辺の風景を改めて見つ
めたり、かつて利用していた駅を懐かしんだり…。作
者・磯田和

かず

一
いち

さんの温かみのあるイラストを大きく印
刷し、一堂に展示します。
　改めて、あなたの駅を訪ねてみませんか。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
市

政
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→
広
報
・

広
聴
→
都
市
セ
ー
ル
ス
→
小

田
原
駅 

フ
レ
ン
ド
リ
ー 

フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

10周年

小田原の地下街が
電車のまちに変身。
みんなで電車を走
らせよう!

親しみのある磯田さん
のイラストが、全てご
覧いただけます。

おもちゃ電車パーク 「駅のある風景」展

小田原駅新駅舎・
アークロードが
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根
府
川
に
あ
る「
ヒ
ル
ト
ン
小

田
原
リ
ゾ
ー
ト
&
ス
パ
」は
、
平

成
15
年
に
市
が
施
設
を
取
得
し
て

以
来
、
小
田
原
ヒ
ル
ト
ン（
株
）が

賃
借
し
、
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ

り
維
持
修
繕
費
が
増
大
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
税
金
を
投
入
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
将
来
も
安
定
的
に
ホ

テ
ル
を
運
営
で
き
る
民
間
事
業
者

に
施
設
を
譲
渡
す
べ
き
と
考
え
て

き
ま
し
た
。
売
却
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
に
財
政
的
な
負
担
を
か
け

ず
、
適
正
な
売
買
価
格
で
売
却
し
、

売
却
後
も
長
期
的
・
安
定
的
に
運

営
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
検

討
を
重
ね
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門

家
に
よ
る
検
証
作
業
も
経
た
後

に
、
ヒ
ル
ト
ン
社
と
合
意
に
至
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
議
会
12
月

定
例
会
で
、
施
設
売
却
に
関
す
る

議
案
が
可
決
さ
れ
、
売
却
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

売
却
価
格
は
9
億
円（
税
抜
）

で
す
。
こ
の
価
格
は
、
十
分
な
ホ

テ
ル
鑑
定
の
実
績
を
持
つ
複
数
の

不
動
産
鑑
定
機
関
に
よ
る
鑑
定
・

市
民
功
労
賞
は
、学
術
・
文
化
・
教
育
・
福
祉
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
か
た
に
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
受
賞
は
、次
の
皆
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
1
月
14
日（
祝
）に
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
。

評
価
を
基
に
し
て
お
り
、
専
門
家

に
よ
る
検
証
作
業
に
お
い
て
も
適

正
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
所

有
権
の
移
転
は
3
年
後
と
し
、
そ

れ
ま
で
は
実
際
の
売
却
が
あ
っ
た

場
合
と
同
様
に
、
施
設
の
維
持
修

繕
費
な
ど
の
危
険
負
担
も
ヒ
ル
ト

ン
社
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
た

め
、
賃
料
は
固
定
資
産
税
相
当
額

の
1
億
9
0
0
0
万
円
と
す
る
契

約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
小
田
原
ヒ
ル
ト
ン（
株
）は
、
ヒ

ル
ト
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社

の
1
0
0
%
子
会
社
と
な
り
、
ヒ

ル
ト
ン
社
は
今
後
、
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
多
額
の
投
資

を
行
う
予
定
で
、
ヒ
ル
ト
ン
小
田

原
リ
ゾ
ー
ト
&
ス
パ
は
、
よ
り
魅

力
的
な
世
界
レ
ベ
ル
の
ホ
テ
ル
と

し
て
再
生
す
る
こ
と
を
指
向
し
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
の
か
た

に
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
優
待
制

度
は
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
賞
は
、
市
民
の
か
た
が
た

か
ら
の
寄
附
金
を
も
と
に
設
置

し
た
小
田
原
市
ほ
う
賞
基
金
に

よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

i

i

ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
&

ス
パ
の
売
却
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
　

市
民
功
労
賞
が
決
定
し
ま
し
た
!

企
画
政
策
課  

☎ 

33-  
1
3
7
9

問

地
域
政
策
課  

☎ 

33-  
1
4
5
7

問

片
か た

山
や ま

美
み

代
よ

子
こ

さん内
な い

藤
と う

和
か ず

男
お

さん

榮
はなぶさけんぞう

研三さん譲
ゆずりはらたけひこ

原武彦さん

　小田原市スポーツ少年団の役員
として、登録者や指導者の育成に長
年尽力し、姉妹都市である日光市と
の親交にも携わっています。さらに、
小 田 原 市 体 育 指 導 委 員 として、
ニュースポーツの普及・推進など、
本市のスポーツ振興に大変尽力し
ています。

　保育園長に就任して以来、多様化
するニーズに対応し、先進的に一時
保育・休日保育に取り組むとともに、
尊徳の教えを大切にする保育を実
践してきました。また、福祉事業に
心血を注ぎ、小田原市の地域福祉
全般に貢献しています。

　長年にわたり、小田原地方写真連
盟などの活動に参画し、地域の写真
文化の活性化と普及に努めてきま
した。また、小田原市美術展の運
営や審査に携わり、確かな審美眼で
その振興に尽くした他、小田原市文
化連盟会長を務め、市民文化の振
興と発展に寄与しています。

　昭和 22 年に結成された小田原市
遺族会に結成当時より入会し、英霊
の顕彰、慰霊供養、遺族援護事業に
尽力しています。また、平成 23 年 4
月からは、日本遺 族会理事に就任
し、全国遺 族援護活動などにも携
わっています。
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10
人
目
の
小
田
原
ふ
る
さ
と
大

使
に
、
現
代
美
術
作
家
と
し
て
世

界
で
活
躍
す
る
杉
本
博
司
さ
ん
が

就
任
し
ま
し
た
。

　
杉
本
さ
ん
は
、
明
確
な
コ
ン
セ

プ
ト
と
卓
越
し
た
技
術
で
高
く
評

価
さ
れ
、「
劇
場
」シ
リ
ー
ズ
、「
海か

い

景け
い

」シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
代
表
作
品

は
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
に「
財
団
法
人
小
田
原

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
が
公

布
さ
れ
、
平
成
25
年
度
以
降
の
国

民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
、
所
得

割
額
の
計
算
方
法
が
変
わ
る
た
め
、

「
小
田
原
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
、
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

1 

計
算
方
法
が
、

市
県
民
税
方
式
か
ら

「
旧
た
だ
し
書
き
方
式
」
に

　

国
民
健
康
保
険
料
の
所
得
割

額（
加
入
者
の
所
得
に
応
じ
て
か

か
る
保
険
料
）は
、
加
入
者
の
市

県
民
税（
住
民
税
）を
基
に
計
算
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
以
降

は
、
加
入
者
の
前
年
の
所
得
金
額

（
扶
養
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
社

会
保
険
料
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

を
す
る
前
の
金
額
）か
ら
基
礎
控

除
額（
33
万
円
）を
差
し
引
い
た
金

額（
旧
た
だ
し
書
き
所
得
）に
保
険

料
率
を
か
け
、
国
民
健
康
保
険
料

の
所
得
割
額
を
計
算
す
る「
旧
た

だ
し
書
き
方
式
」に
変
更
し
ま
す
。

文
化
財
団
」を
設
立
し
、
平
成
23

年
に
は
公
益
財
団
法
人
に
認
定
。

現
在
、
江
之
浦
に
能
舞
台
や
茶
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
配
し
た
文

化
施
設
の
建
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
頃
、湘
南
電
車（
東

海
道
線
）か
ら
見
た
海
景
が
、
私

の
人
と
し
て
の
最
初
の
記
憶
」
と

話
す
杉
本
さ
ん
に
と
っ
て
、
江

之
浦
の
海
は
ま
さ
に
原
点
と
な

る
場
所
。

　
「
こ
の
地
か
ら
、
世
界
に
日
本

文
化
の
精
髄
を
発
信
し
、
小
田
原

が
日
本
文
化
発
信
の
首
都
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
」
と
力
強

く
語
る
杉
本
さ
ん
の
今
後
の
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2 

軽
減
措
置
を
実
施

　
計
算
方
法
の
変
更
で
、
国
民
健

康
保
険
料
が
増
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
世
帯
に
対
し
て
は
、

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
軽
減
措

置
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
税
制

上
で
寡
婦（
夫
）控
除
お
よ
び
障

が
い
者
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い

る
世
帯
に
つ
い
て
も
、
軽
減
措
置

を
実
施
し
ま
す
。

※ 

源
泉
徴
収
を
選
択
し
て
い
る
特

定
口
座
で
取
引
し
て
い
る
株
式

等
譲
渡
所
得
や
配
当
所
得
を
確

定
申
告
し
た
場
合
、
税
金
の
減

額
や
還
付
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
国
民
健
康
保
険
料
の
増
額
分

が
上
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

3 

仮
算
定
を
廃
止
し
、

本
算
定
に
一
本
化

　
当
該
年
度
の
市
県
民
税
額
が
確

定
し
て
い
な
い
4
月
か
ら
6
月
ま

で
は
、
前
年
度
の
市
県
民
税
額
な

ど
に
よ
っ
て
仮
の
国
民
健
康
保
険

料
を
算
出
し（
仮
算
定
）、
市
県
民

税
額
確
定
後
の
7
月
に
、
正
式
な

年
間
保
険
料
を
決
定 （
本
算
定
）し

て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
か
ら

仮
算
定
を
廃
止
し
、
7
月
の
本
算

定
1
回
で
1
年
間
分
の
国
民
健
康

保
険
料
を
計
算
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
1
年
間
分
の
国
民
健
康
保

険
料
を
4
月
か
ら
翌
年
3
月
の
12

回
に
分
け
て
納
付
す
る
方
法
が
、

7
月
か
ら
翌
年
3
月
の
9
回
で
納

付
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

の
か
た
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
4

月・6
月・8
月・10
月・12
月・2
月

の
年
6
回
で
の
納
付
に
な
り
ま
す
。

i

i

小
田
原
ふ
る
さ
と
大
使

杉
本
博
司
さ
ん
が
就
任

平
成
25
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
料

の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

広
報
広
聴
課  

☎ 

33-  
1
2
6
8

問

保
険
課  

☎ 

33-  
1
8
3
4

問

杉本博司さん

仮算定が廃止になると…
（例）年間国民健康保険料が180,000円の場合　

20,000

17,500

15,000

12,500

10,000

7,500

5,000

2,500

0

20,000

17,500

15,000

12,500

10,000

7,500

5,000

2,500

0

4月

4月

5月

5月

6月

6月

7月

7月

8月

8月

9月

9月

10月

10月

11月

11月

12月

12月

1月

1月

2月

2月

3月

3月

4
〜
6
月
の
請
求
は

あ
り
ま
せ
ん

１か月平均 20,000 円

１か月平均 15,000 円
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埼玉県

東京都

神奈川県

静岡県

沼津市

興
こう

国
こく

寺
じ

城址（早雲の旗揚げの城）

伊豆市
丸山城跡（伊豆富永氏の拠点）

伊豆の国市
韮山城址（早雲の終生の拠点）

八王子市

寄
より

居
い

町

三島市

箱根町

鎌倉市

川越市

小田原市
小田原城跡
石垣山一夜城跡

北条五代観光推進協議会加盟市町と
北条氏ゆかりの史跡など

井
い

原
ばら

市（岡山県）

 高
たか

越
こし

城址
（備中伊勢氏の居城）

北
条
五
代
の
足
跡
を
訪
ね
て

高越城址（岡山県井原市）

　岡山県の南西部から広島県に続く井原鉄道。
その「早雲の里荏

え

原
ばら

」駅の改札を出ると、早雲像
が出迎えてくれます。ウォーキングコースをたどり、
高越山にある高越城へ。大きな「北条早雲生誕
之地」の石碑が建ち、旧山陽道の町並みや井原
鉄道の電車など、360度の展望を楽しめます。
　高越城址では、毎年 4月中旬に「早雲まつり」
が開かれています。

興国寺城址（静岡県沼津市）

　JR 東海道本線の原駅から市街地の広
い道路を山の方へ進むと、「国指定史跡 
興国寺城跡整備計画図」という巨大な
看板があります。山頂まで歩けば、眼
下に広がる駿河湾や、近くに迫る富士山
を眺めることができます。

　
北
条
早
雲（
伊い

勢せ

新し
ん

九く

郎ろ
う

盛も
り

時と
き

）は
、

備び
っ
ち
ゅ
う
の
く
に

中
国（
岡
山
県
）で
高た

か

越こ
し

城
主
伊

勢
新し

ん

左ざ

衛え

門も
ん

盛も
り

定さ
だ

の
子
と
し
て
、

1
4
3
2
年（
1
4
5
6
年
と
す
る

説
も
あ
り
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
父
・
盛
定
は
室
町
幕
府
8
代
将
軍

足
利
義
政
の
申も

う
し
つ
ぎ次（

側
近
）を
務
め
、

早
雲
も
義
政
の
弟
・
義よ

し

視み

に
仕
え
て

い
ま
し
た
。

　
1
4
7
6
年
、
早
雲
は
、
姉（
妹

と
す
る
説
も
あ
り
）北き

た

川が
わ

殿ど
の

の
嫁
ぎ

先
・
駿す

る

河が
の
く
に国（

静
岡
県
）今
川
家
の

後
継
者
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
駿

河
に
出
向
き
決
着
を
図
り
、
京
に
戻

り
ま
す
。
そ
の
後
、
9
代
将
軍
義よ

し

尚ひ
さ

の
申
次
と
な
り
、
大だ

い

徳と
く

寺じ

で
禅
の
修

行
を
し
ま
す
が
、
1
4
8
7
年
、
再

び
駿
河
に
下
り
、
今
川
家
の
内
紛
を

治
め
ま
す
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、
早

雲
に
は
、
領
地
と
と
も
に
興こ

う

国こ
く

寺じ

城

（
沼
津
市
）が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
伊
豆
を
治
め
よ
う
と
す
る
早
雲
に

は
、
西
伊
豆
の
水
軍
ら
を
支
配
し
て

い
た
富
永
氏
な
ど
が
属
し
、
そ
の
水

戦
国
時
代
を
開
き
、小
田
原
を
拠
点
に
関
東
に
覇
を
と
な
え
た
北
条
氏
。

五
代
に
わ
た
り
善
政
を
し
き
、現
在
に
つ
な
が
る
小
田
原
の
ま
ち
の
基
礎
を
形
作
り
ま
し
た
。

北
条
氏
は
ど
こ
か
ら
来
て
、ど
の
よ
う
に
生
き
、戦
い
、そ
し
て
滅
び
た
の
か
。

北
条
五
代
の
歴
史
と
そ
の
足
跡
を
全
3
回
の
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。

観
光
課  

問  

☎
33-

1
5
2
1早雲まつり

そ
の
一

興国寺城址

北
条
早
雲
、
小
田
原
へ
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　北条氏ゆかりの9市2
町で構成する北条五代
観 光 推 進協議 会では、

「北条五代を大河ドラマ
に! 」を合言葉に、北条
氏の魅力と各地域の観
光をPRする活動に取り
組んでいます。

丸山城跡（静岡県伊豆市）

　西伊豆のほぼ中央にあり、伊豆市で
唯一海に面している土

と

肥
い

。その海に突
き出た小高い岬の頂上に丸山城跡があ
ります。海沿いを国道136 号が走り、
温泉、海水浴場、金山などで有名な
観光地です。現在は、富士箱根伊豆
国立公園の西伊豆歩道となっています。

軍
の
拠
点
の
一
つ
、
丸
山
城
（
伊
豆

市
）が
、
伊い

豆ず
の
く
に国

侵
攻
の
足
掛
か
り

と
な
り
ま
し
た
。

　
1
4
9
3
年
、
早
雲
は
、
伊
豆
国

を
支
配
し
て
い
た
堀ほ

り

越ご
え

御
所
の
内
紛

に
乗
じ
て
攻
め
込
み
、
堀
越
公く

方ぼ
う

・

足
利
茶
々
丸
を
追
い
出
し
ま
す
。
こ

の
攻
め
込
み
は
、
戦
国
時
代
の
幕
開

け
を
象
徴
す
る
歴
史
的
事
件
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
1
4
9
6
〜
1
5
0
1

年
頃
に
、
早
雲
は
、
相さ

が
み
の
く
に

模
国（
神
奈

川
県
）西
部
を
支
配
し
て
い
た
大
森

氏
に
代
わ
っ
て
小
田
原
城
に
入
り
、

関
東
制
覇
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
早
雲
は
、
小
田
原
城
を
2

代
氏
綱
に
託
し
、
韮
山
城（
伊
豆
の

国
市
）に
住
み
続
け
ま
す
。

早
雲
の
戦
い

　
早
雲
の
後
半
生
は
、
戦
い
の
日
々

が
続
き
、
武
力
を
も
っ
て
次
々
と
領

国
を
増
や
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
ま
す

が
、
決
し
て
征
服
欲
・
出
世
欲
の
た

め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
1
4
9
3
年
に
早
雲
が
伊
豆
か
ら

追
い
出
し
た
、堀
越
公
方・足
利
茶
々

丸
は
、
早
雲
の
父
が
仕
え
た
足
利
義

政
と
つ
な
が
り
の
深
い
人
物
を
殺
害
。

早
雲
は
、
そ
の
仇
討
ち
の
意
味
も
あ

り
、
茶
々
丸
を
攻
め
た
の
で
す
。

　
早
雲
は
、
幕
府
を
中
心
と
す
る
中

央
政
界
や
、
地
域
の
政
治
状
況
に
的

確
に
応
じ
て
い
た
の
で
し
た
。

民
生
重
視
の
善
政

　

早
雲
は
、
伊
豆
に
入
国
し
た
際
、

過
酷
な
税
に
苦
し
む
領
民
を
哀
れ
み
、

年
貢
を
五
公
五
民（
※
）か
ら
四
公

六
民
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

他
の
戦
国
大
名
に
先
駆
け
て
、
田
畑

の
面
積
を
基
に
年
貢
の
額
を
定
め
る

検
地
を
行
い
、
領
民
が
負
担
す
る
年

貢
を
減
ら
す
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
領
民
を
疫
病
か
ら
救
う
た

め
、
京
都
か
ら
薬
を
取
り
寄
せ
る
な

ど
、
領
民
を
慈
し
む
善
政
を
し
き
、

領
民
か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
年
貢（
公
）と
農
民
保
有（
民
）を
示
す
租
税
徴

収
の
割
合
。
八
公
二
民
と
大
変
厳
し
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。

禅
を
学
ん
だ
早
雲

　

早
雲
の
善
政
、
人
と
な
り
に
は
、

禅
を
学
ん
だ
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

早
雲
作
と
伝
え
ら
れ
る
家
訓
「
早そ

う

雲う
ん

寺じ

殿ど
の

廿に
じ
ゅ
う
い
っ
か
じ
ょ
う

一
箇
条
」の
中
に
は
、
日
常

生
活
に
お
け
る
注
意
点
や
心
得
が
事

細
か
に
記
さ
れ
、
掃
除
を
す
る
際
に

水
を
無
駄
遣
い
し
な
い
方
法
ま
で
も

説
い
て
い
ま
す
。

　
同
時
代
を
生
き
た
連
歌
師
宗そ

う

長ち
ょ
うは

、

早
雲
を
「
針
す
ら
も
蔵
に
蓄
え
る
が
、

戦
い
が
あ
れ
ば
高
価
な
も
の
で
も

打
ち
砕
い
て
し
ま
う
」と
評
し
、
早

雲
が
常
日
頃
倹
約
に
努
め
、
武
勇

に
優
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い

ま
す
。

1432（または1456年）  

早雲、生まれる

1464年  

早雲、8代将軍足利義政の弟・
義視の近

きん

侍
じ

となる

1467年  

応仁の乱

1476年  

早雲、今川家の後継者問題治める

1487年  

早雲、興国寺城主となる

1493年  

早雲、伊豆に攻め入り、
韮山城に移る

1496～1501年頃  

早雲、小田原城に入城

1519年  

早雲、韮山城で没する

韮山城址（静岡県伊豆の国市）

　伊豆半島を南北に走る駿
すん

豆
ず

線の韮山駅から
東へ徒歩約20 分の韮山城址。そばには伊豆
の国市郷土史料館、重要文化財の江川家住
宅などがあり、伊豆の国市の代表的なウォー
キング・サイクリングコースとなっています。
山道を進むと本丸跡。標高は約42mで、こ
こからも富士山を望むことができます。

丸山城跡

初代 北条早雲

韮山城址からの眺め

略年表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢北条五代｣を 
大河ドラマに！ 
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大河ドラマに！ 
 

 

 

 

｢北条五代｣を大河ドラマに！ 
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中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
所
属
す
る
曽
我
岸

祭
り
囃
子
保
存
会
。
現
在
は
20
人
の
会
員
が
、

地
元
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
、
保
存
会
会
員
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
、
宮
城
県
石
巻
市
に
出
向
き
、
お
囃は

や

子し

を
披
露
し
ま
し
た（「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
が
ん
ば
ろ
う
石
巻
」）。

　

大
震
災
か
ら
一
年
後
、
個
人
的
に
何
度
か

被
災
地
を
訪
れ
て
い
た
保
存
会
会
員
の
西
山

浩
明
さ
ん
。「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」、

「
震
災
で
心
を
閉
ざ
さ
れ
た
か
た
の
心
に
何
か

届
け
ら
れ
な
い
か
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
西

山
さ
ん
は
、
被
災
地
・
石
巻
市
で
出
会
っ
た

尾
形
勝か

つ

壽じ
ゅ

さ
ん
に
、
そ
の
思
い
を
伝
え
、「
歌

や
お
囃
子
を
届
け
ら
れ
な
い
か
」と
相
談
を
重

ね
ま
し
た
。

　

西
山
さ
ん
の
思
い
に
賛
同
し
た
保
存
会
の

会
員
、
知
人
で
あ
る
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
生

の
有
志
、
手
伝
い
で
協
力
し
て
く
れ
る
か
た
、

合
わ
せ
て
20
人
が
、
石
巻
市
に
出
向
き
ま
し
た
。

　

津
波
で
全
て
が
流
さ
れ
た
場
所
に
設
け
た

会
場
に
集
ま
っ
た
石
巻
市
の
か
た
が
た
は
、
40

人
以
上
。
手
を
合
わ
せ
、
聞
き
入
る
人
の
姿
を

見
て
、「
神
に
捧さ

さ

げ
る
お
囃
子
の
力
や
美
し
い

歌
声
で
、
心
を
癒
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
な

ら
よ
か
っ
た
」と
思
う
反
面
、「
生
活
す
る
の

も
大
変
な
中
で
、
本
当
に
こ
の
場
所
で
や
っ
て

よ
か
っ
た
の
か
と
い
う
葛
藤
が
あ
る
」と
西
山

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
、
特
に
心
の

復
興
は
大
変
難
し
い
と
い
う
被
災
地
の
厳
し

い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

心
の
復
興
を  

曽
我
岸
祭
り
囃ば

や

子し

保
存
会

今 月
の顔笑

　
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
合
唱
団
「
小

田
原
少
年
少
女
合
唱
隊
」、「
マ
ル
ベ

リ
ー
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ク
ワ
イ
ア
」、「
マ

ル
ベ
リ
ー
・
ク
ワ
イ
ア
」が
、
11
月
に
富

山
県
で
開
催
さ
れ
た「
第
65
回
全
日
本
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
」に
関
東
支
部

代
表
と
し
て
出
場
。「
マ
ル
ベ
リ
ー・チ
ェ

ン
バ
ー
ク
ワ
イ
ア
」が
金
賞
、「
小
田
原

少
年
少
女
合
唱
隊
」、「
マ
ル
ベ
リ
ー
・

ク
ワ
イ
ア
」が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
小
田
原
少
年
少
女
合
唱
隊
」は
、

1
9
6
3
年
に
結
成
さ
れ
た
歴
史
あ
る
合

唱
団
。
そ
の
O
B
・
O
G
を
中
心
に
結

成
さ
れ
た
の
が
、「
マ
ル
ベ
リ
ー
・
チ
ェ

ン
バ
ー
ク
ワ
イ
ア
」や「
マ
ル
ベ
リ
ー
・

ク
ワ
イ
ア
」で
す
。
指
揮
者
の
桑
原
妙
子

さ
ん
が
3
団
体
を
率
い
、
数
々
の
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
昨
春
に
は
、「
小
田
原
少
年
少
女
合
唱

隊
」が
、
イ
タ
リ
ア
で
開
か
れ
た
「
リ

ヴ
ァ
・
デ
ル
・
ガ
ル
ダ
国
際
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
ユ
ー
ス
部
門
」で
1
位
を
受
賞
す

る
な
ど
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
海
外
で

も
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、「
小
田
原
少
年
少
女
合
唱
隊
」

結
成
50
周
年
。
新
た
な
出
発
に
向
け
て
、

現
在
、
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
。
今
後

の
活
躍
が
よ
り
一
層
期
待
さ
れ
ま
す
。

合唱団 

小田原少年少女合唱隊
マルベリー・チェンバー
クワイア
マルベリー・クワイア

第65回全日本合唱
コンクール全国大会
で金賞・銀賞を受賞

イタリアでのコンクールのようす

石巻市でお囃子を披露するようす

保存会会員と被災地の皆さん

お問い合わせは、☎23-0328（佐藤）
またはメール odawara.cc@gmail.comで
ホームページは「小田原少年少女合唱隊」で検索
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ア
ジ
類
な
ど
を
上
回
り
、一
番
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

お
い
し
く
て
栄
養
価
が
高
い

　

私
た
ち
に
な
じ
み
深
い
、
マ
サ
バ
、

ゴ
マ
サ
バ
。
ゴ
マ
サ
バ
は
夏
、
マ
サ
バ

は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
脂
が
乗
り
、大

変
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　
サ
バ
の
脂
質
に
は
、脳
や
神
経
組
織
の

発
育
や
機
能
の
維
持
に
働
く
D
H
A（
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）や
、血
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
低
下
さ
せ

る
E
P
A（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）

な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

20

小田原でもたくさん取れる

サバ

水
揚
げ
量  

N
o.
1

　
小
田
原
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
と
い
え

ば
、ア
ジ
や
カ
マ
ス
、イ
ワ
シ
な
ど
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、平
成

23
年
度
の
水
揚
げ
量
は
、サ
バ
類
が
、

た
、サ
バ
の
血
合
い
肉
に
は
、鉄
分
や
ビ

タ
ミ
ン
群
が
多
く
含
ま
れ
、貧
血
を
抑
制

す
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

サ
バ
料
理

　
小
田
原
の
定
置
網
で
揚
が
る
新
鮮
な

サ
バ
は
、「
し
め
さ
ば
」で
お
い
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。
サ
バ
は「
し
め
さ
ば
」や
、

「
味
噌
煮
」、「
塩
焼
き
」と
い
っ
た
和
食

は
も
ち
ろ
ん
、
中
華
料
理
や
洋
食
に
も

よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
昨
年
11
月
に
、
小
田
原

市
食
生
活
改
善
推
進
団
体
の
皆
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
行
わ
れ
た「
男
性
の
た
め

丁寧にサバをさばきます（「男性のための料理教室 」）

焼きサバの南蛮漬け

サバの三枚おろし プロの技に学ぶ

材料（4 人分）
● サバ（ 三枚おろしにし

たもの） 小 4 切れ
● たまねぎ  小1／2 個  
● にんじん  1／4 本
● ピーマン  1個
● 油  小さじ1／2
● A（小口切りにした赤とうがらし 少々、しょうゆ 

大さじ1と1/3、みりん 大さじ1と1/3、酢 大さ
じ2、だし汁 大さじ2 ）

1 たまねぎは薄切りに、にんじんはせん切りにし
て、ピーマンは種を取り、薄切りにする。

2 Aを合わせて1を漬ける。
3 サバをそぎ切りにする。フライパンに油を薄く

引き、サバの両面を焼く。
4 焼いたサバを熱いうちに 2と合わせ、時々裏返

しながら15分程度漬ければでき上がり。

　「男性のための料理教室 」では、特別講師とし 
て、小田原鮮魚店舗商組合の古川孝昭さんが、サ
バの三枚おろしを指導。参加者の皆さんは、「簡
単そうにさばくけど…」と感心しながら、プロの技
を間近に見て、学びました。

　「サバに触れる回数を減
らし、鮮度を落とさないよ
うにするため、何度も向き
を変えずにさばきます。頭
を落とし、腹を切り、はらわ
たを取ったら、流水で洗い、
まな板もきれいにしておろ
します。サバは小骨も硬い
ので、ピンセットなどで取る
とよいですが、サバが新鮮
なほど身が引き締まってい
て取りにくいです」

小田原鮮魚店舗商組合
古川孝昭さん

の
料
理
教
室
」の
献
立「
焼
き
サ
バ
の
南

蛮
漬
け
」の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。
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12 月1日現在 小田原市の人口196,756 人  79,029 世帯

　
2
0
0
3（
平
成
15
）年
、
東
西

自
由
連
絡
通
路「
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
」

が
完
成
し
、
駅
の
東
西
を
自
由
に

行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
小

田
原
駅
。
そ
れ
か
ら
10
年
、
1
月

20
日
に
は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
に
は
、
日
々
多

く
の
人
が
行
き
交
い
、
小
田
原
の

名
産
品
を
扱
う
店
は
、
観
光
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
J
R
東
海
道
線

の
改
札
口
頭
上
に
は
、
ひ
と
き
わ

目
を
引
く
巨
大
な
小
田
原
ち
ょ
う

ち
ん
。
城
下
町
、
東
海
道
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
小
田
原
の
歴
史

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

20 を
伝
え
な
が
ら
、
人
々
を
出
迎
え

ま
す
。

　
新
幹
線
も
停
車
す
る
小
田
原

駅
。
会
社
員
や
旅
行
客
、
市
内
の

学
校
に
通
う
高
校
生
・
大
学
生
も

多
く
利
用
す
る
西
口
に
は
、「
北

條
早
雲
公
」の
像
も
そ
び
え
立
っ

て
い
ま
す
。

小田原駅（その3）
1920年開業、1日の平均乗降者数は189,164人

新
駅
舎
10
周
年 --

み
ん
な
と
環わ--

小
田
原
駅
フ
レ
ン
ド
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

：

1
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※ 「
駅
の
あ
る
風
景
」
展
を
開
催

（
小
田
原
地
下
街
）

詳
し
く
は
9
ペ
ー
ジ
に

1 2

5

4

3


